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ま 

え 

が 

き

兄
の
ロ
ビ
ン
・
ハ
ン
タ
ー
博
士
が
著
し
た
本
書
に
「
ま
え
が
き
」
を
寄
せ
る
こ
と
に
な
り
、
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。

兄
た
ち
と
私
は
グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た（

１
）。
子
ど
も
の
こ
ろ
、
母
か
ら
親
戚
の
有
名
な

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
に
ま
つ
わ
る
話
を
た
く
さ
ん
聞
き
ま
し
た
。
ヘ
ン
リ
ー
の
姪
で
大
叔
母
の

マ
ー
ガ
リ
ー
ト
が
夏
に
な
る
と
、
わ
が
家
に
滞
在
し
て
、
話
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
マ
ー

ガ
リ
ー
ト
も
母
も
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い
て
、
彼
の
逸
話
を
数
多
く
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
は
興
味
深
く
聞
い
た
も
の
で
す
が
、
あ
る
程
度
の
誇
張
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
し
た
。
歴
史
の
本
に
彼
の
話
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
一
九
六
〇
年
代
の
グ
ラ

ス
ゴ
ー
で
は
無
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
何
年
も
の
間
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
は
私
た
ち
に
と
っ

�　



　�

て
謎
の
人
だ
っ
た
の
で
す
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
に
つ
い
て
の
疑
問
は
、
ロ
ビ
ン
と
私
が
成
人
し
て
か
ら
グ
ラ
ス
ゴ
ー
の

ス
ト
ラ
ス
ク
ラ
イ
ド
大
学
に
勤
務
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
謎
の
ま
ま
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
九
八
〇
年
代
の
卒
業
式
で
は
著
名
な
卒
業
生
に
言
及
す
る
伝
統
が
あ
り
、
驚
い
た
こ
と
に
ヘ
ン

リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
の
を
耳
に
し
た
の
で
し
た（

２
）。
そ
こ
で
、
ロ
ビ
ン
は
一
家
の

歴
史
に
関
心
を
持
っ
て
調
査
に
か
か
わ
り
、
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
に
つ
い
て
私
た
ち
の
知
ら
な

い
数
々
の
事
実
を
明
ら
か
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。
本
書
に
よ
っ
て
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー

の
生
涯
と
業
績
に
つ
い
て
、
そ
の
全
体
像
が
浮
か
び
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
学
術
の
世
界
な
ら
び

に
実
業
の
世
界
で
、
彼
が
成
し
遂
げ
た
素
晴
ら
し
い
成
果
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
彼
は
ま
さ
し
く
教

育
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
ま
た
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
日
本
の
結
び
つ
き
を
強
力
に
推
進
し
た
文
化

使
節
で
も
あ
り
ま
し
た
。
彼
が
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
よ
り
も
日
本
で
の
方
が
ず
っ
と
よ
く
知
ら
れ
て
い

る
事
実
を
、
私
た
ち
は
知
っ
た
の
で
す
。



ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
が
も
た
ら
し
た
成
果
は
無
数
に
あ
り
、
し
っ
か
り
と
記
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
彼
は
輝
か
し
い
学
術
賞
を
何
度
も
受
賞
し
ま
し
た
し
、
日
本
の
専
門
的
な
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育

に
対
す
る
貢
献
は
日
本
政
府
に
認
め
ら
れ
大
い
に
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
並
外
れ
た
勤
勉
家
で
あ
り
、

そ
れ
が
創
造
的
精
神
と
結
び
つ
い
て
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
教
育
の
革
新
的
な
方
法
を
推
進
す
る
に
至
り
ま

し
た
。
教
育
や
著
作
の
面
で
は
幅
広
い
政
治
・
経
済
・
文
化
資
料
の
影
響
を
受
け
ま
し
た
し
、
少
し

も
権
威
的
な
性
格
の
人
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
は
、
そ
の
前
半
生
で
は
学
術
の
面
で
も
職
業
の
面
で
も
多
く
を
成
し
遂
げ

ま
し
た
。
後
半
生
で
は
、
日
本
か
ら
帰
国
後
、
能
力
よ
り
も
影
響
力
を
発
揮
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま

す
が
、
み
ず
か
ら
選
ん
で
そ
う
し
た
の
か
必
要
に
迫
ら
れ
て
な
の
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
彼
は
金
銭

面
で
は
ま
あ
ま
あ
裕
福
で
し
た
の
で
、
雇
用
の
こ
と
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
、
自
身
の
経
歴
を
思
い

通
り
に
深
め
て
広
げ
る
こ
と
に
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
強
硬
で
と
き
に
無
遠
慮
な
意
見
の
せ
い
で
、

勤
め
口
の
見
込
み
が
制
約
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

�　ま え が き



　�

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
は
、
深
く
調
べ
れ
ば
疑
問
に
答
え
ら
れ
ま
す
が
、
ま
た
別
の
疑
問
が

出
た
り
す
る
も
の
で
す
。
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
物
語
に
つ
い
て
も
、
確
か
に
当
て
は
ま
り
ま
す
。

復
古
し
た
明
治
の
支
配
者
た
ち
が
移
入
し
よ
う
と
し
た
工
業
技
術
の
発
展
に
ヘ
ン
リ
ー
が
大
い
に

貢
献
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
こ
ろ
に
語
ら
れ
た
こ
と
の
大
半
が
文
献
資
料
で
立
証
さ
れ
る

の
で
す
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
彼
は
少
し
ば
か
り
謎
め
い
た
人
物
な
の
で
す
。

読
者
の
皆
様
に
は
、
本
書
に
興
味
を
も
た
れ
、
こ
の
「
桁
外
れ
」
な
人
物
の
生
涯
を
理
解
さ
れ
る

こ
と
を
切
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

レ
ズ
リ
ー
・
ハ
ー
ト



ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
物
語
─
日
本
と
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
懸
け
橋
─　
　

目　
　

次



　�

口　

絵

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

1

ま
え
が
き

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

�

凡　

例

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

11

序　

文

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

1�

第
一
章　

若
い
こ
ろ

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

17

（
一
）　

少
年
期　
　

17

（
二
）　

ア
ン
ダ
ソ
ン
・
カ
レ
ッ
ジ
の
夜
間
学
級　
　

20

（
三
）　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
大
学
卒
業　
　

22



�　目　　次

第
二
章　

日
本
に
お
け
る
活
動

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

2�

（
一
）　

日
本
へ
赴
任　
　

2�

（
二
）　

結
婚
と
家
庭　
　

27

（
三
）　

工
部
大
学
校　
　

�0

（
四
）　

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
に
帰
る　
　

��

第
三
章　

晩　

年

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

�7

（
一
）　

グ
ラ
ス
ゴ
ー
に
お
け
る
諸
活
動　
　

�7

（
二
）　

日
英
交
流
の
推
進　
　

�0

（
三
）　

ダ
イ
ア
ー
の
死　
　

�2

第
四
章　

ダ
イ
ア
ー
が
残
し
た
も
の

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

��



　10

付
録
１　

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
─
産
業
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

─
課
題
・
戦
略
・
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
（
一
九
九
六
年
）

……
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

��

付
録
２　

工
学
教
育
に
関
す
る
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
一
九
九
七
年
）…

…
…
…
…

�2

付
録
３　

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
著
作
（
一
部
）
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

��

付
録
４　

ヘ
ン
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
に
関
す
る
記
事
・
論
文

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

��

謝　

辞

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

��

訳
者
注

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

70

年　

表

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

7�

地　

図

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�1

訳
者
あ
と
が
き

……
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�2

索　

引
……

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

�2



11　

凡　
　
　

例

１　

本
文
お
よ
び
付
録
の
中
の
（　

）
は
原
著
者
の
も
の
で
あ
る
。
訳
者
の
補
注
は
［　

］
に
入
れ
た
。

２　

原
著
に
は
、
注
は
な
い
。
訳
出
に
あ
た
っ
て
、
本
文
中
に
（
１
）
か
ら
（
36
）
ま
で
の
注
番
号
を
付
し
、

巻
末
に
「
訳
者
注
」
を
設
け
て
補
説
し
た
。

３　

口
絵
の
写
真
は
、
原
著
に
は
な
い
。
訳
者
が
原
著
者
と
協
議
の
う
え
、
左
記
の
四
点
を
選
定
し
添
付

し
た
。

（
一
）　
「
ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
イ
ア
ー
の
肖
像
画
」（The Ballie, vol. LX

X
X

IV
, no.2166, 22 A

pril 1914, p.3

）

（
二
）　
「
シ
ョ
ッ
ツ
鉄
工
所
」（
訳
者
蔵
）

（
三
）　
「
グ
ラ
ス
ゴ
ー
・
西
部
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
技
術
カ
レ
ッ
ジ
」（Butt, J., John A

nderson ,s 
Legacy, T

he U
niversity of Strathclyde and its A

ntecedents 1796 –1996, 1996, p.93

）

（
四
）　
「
錦
絵
の
中
の
工
部
大
学
校
」（
三
代
歌
川
広
重
『
東
京
諸
官
省
名
所
集　

工
学
寮
』
明
治
九
）




